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■環境改善■

■新エネルギー利用■

●熱電材料●

●環境浄化機能材料●

複合化、ナノ化、多孔質、薄膜等
の手法の有効活用
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材料科学、粉末冶金、材料実験、応用物理、応用化学、半導体工学、有限要素法

千葉大学 大学院工学研究科
人工システム科学専攻 機械系コース 魯研究室

ナノ化
複合化

環境
新エネルギー

人工システム科学専攻人工システム科学専攻
魯研究室魯研究室

薄膜
多孔質材料創製

実用

ナノ化
複合化

環境
新エネルギー

人工システム科学専攻人工システム科学専攻
魯研究室魯研究室

薄膜
多孔質材料創製

実用



環境の創生

新エネルギーの利用

①熱電材料・素子

廃熱、地熱および太陽熱等
を利用した温度差を電気に
変換できる新材料と素子

②環境浄化機能材料

抗菌、防汚、消臭、汚染物質
の分解等の環境浄化機能を
有する酸化チタン光触媒

③構造・機能複合材

料と金属間化合物

機能性材料、超高温

用材料の創製と評価

ナノテクノロジー、材料の複合化、多孔質化、金属酸化物、粉末技術等

有限要素法、離散要素法、有効媒質理論、パーコレーション理論

■研究方向

環境・新エネルギー材料
と素子の研究開発



■研究課題

１．酸化物熱電材料の研究開発、高性能化およびその応用
ナノ化、複合化、メカニカルアロイン（MA）、放電プラズマ焼結、還元処理等の手段を駆使し

て高温使用可能な高機能熱電材料・デバイスを目指して酸化物熱電材料の創製、性能評価、

複合効果の解明、およびその応用を行っている。

1) 不定比TiO2-x熱電材料； Ti, Cu/TiO2-x複合熱電材料

2) CuAlO2熱電材料

3) Ni1-xMxO熱電材料

4) 有限要素法を用いた利複合熱電材料の電気的・熱的解析

5) 有効媒質理論、パーコレーション理論を用いた複合熱電材料の電気的・熱的解析

２．環境浄化機能材料の創製、高性能化およびその実用
ナノ化、複合化、高温酸化、多孔質、薄膜、多元素添加等の手段によって高性能化や可視

光化を実現するため酸化チタン複合光触媒の創製、機能評価、またその実用を行っている。

1) メカニカルコーティング法による複合光触媒薄膜の作製と高性能化

2) SPS等の粉末冶金法による複合酸化チタン光触媒の作製と高性能化

3) 酸化チタン光触媒の可視光化

4) 光触媒の性能評価

5) 光触媒を用いた環境浄化への応用

6) 離散要素法等を用いたメカニカルコーティング法における成膜機構の解析



■環境浄化光触媒材料と熱電材料の研究開発と応用■

応用物理

TiO2-x

熱電材料

MMC

Ni-Al

Ni-Al金属間
化合物

CuAlO2

熱電材料

光触媒の
応用展開

環境浄化
システム

光触媒薄膜

実験・理論
模擬・応用
社会への貢献

環境改善に貢献する

Environment
improvement

新エネルギーの有効利用

Effective utilization 
of new energy

材料科学
応用化学

粉末冶金

半導体工学 有限要素法

Ca3Co4O9

熱電材料
Ni1-xMxO
熱電材料 熱電材料

の実用

焼結体/
光触媒

環境浄化
光触媒

熱電材料

多分野融合
複合，ナノ，ドーピング，多孔質，
還元，マルチスケール制御，傾斜

アクチュ
エータ

複合材料
金属間化合物


